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宋代の保甲法と都保制に関する一試論





















































































































































路名 都数 都保正 都副保正 副保正 大保長 小保長 保丁
都保正以下
の合計人数
開封府界 276 275人 ― 264人 2,701人 10,863人 51,785人 65,888人
河北東路 551 232人 518人 257人 50,76人 9,209人 106,337人 121,629人
河北西路 566 310人 591人 327人 6,246人 12,219人 136,871人 156,564人
河 東 路 649 610人 ― 594人 6,024人 23,977人 136,113人 167,318人
永興軍路 834 601人 ― 707人 6,565人 23,665人 132,551人 164,089人





















開封府界 853.62戸 238.72人 9.79大保 39.36小保 4.02小保 24.39人 6.07人
河北東路 1,212.15戸 220.74人 9.21大保 16.71小保 1.81小保 23.96人 13.21人
河北西路 997.81戸 276.61人 11.04大保 21.59小保 1.96小保 25.07人 12.81人
河 東 路 887.82戸 257.81人 9.28大保 36.94小保 3.98小保 27.78人 6.98人
永興軍路 10,14.44戸 196.75人 7.87大保 28.38小保 3.6小保 24.99人 6.93人













































































































































































































































































1 連江県 13,884(4,830) 60人 302人 1,528人 61.97 12.25 45.97 9.81
東西 95里
南北115里
2 古田県 14,143(9,482) 81人 398人 1,874人 59.36 12.61 35.54 7.55
東西 83里
南北250里












4 永福県 9,581(11,786) 73人 346人 1,730人 61.75 12.35 27.69 5.54
東西155里
南北120里
5 清県 7,846(6,712) 47人 234人 1,170人 62.21 12.44 33.53 6.701
東西 80里
南北120里
6 寧徳県 11,849(7,400) 46人 230人 1,151人 83.69 16.72 51.51 10.29
東西200里
南北320里


















































1 連江県 305.6(302) 30.56(60) 612.37 454.32> 227.16
2 古田県 374.8(398) 37.48(81) 630.33 377.35> 188.67
3 長渓県 871 (―) 87.1(851) 531.85 229.49> 114.75
4 永福県 346(346) 34.6(73) 617.54 276.91> 138.45
5 清県 234(234) 23.4(47) 622.14 335.3> 167.65
6 寧徳県 230.2(230) 23.02(46) 836.19 514.73> 257.36















1 州全椒県 ― 『(万暦) 陽志』巻３、封域。同巻６、戸口。






2 州来安県 ― 同上。
(保)90 ― 18.36 3.67
































































































































平江府嘉定県 28 940 94 18.8 ―
『呉郡志』巻38、県記、嘉定県条。『呉郡志』巻１、戸
口税租。








26 泉州安渓県 18 557.5 55.75 11.15 ―
劉克荘『後村先生大全集』巻100、安渓県義役規約。
『嘉靖安渓県志』巻１、地輿類、郷里。同、戸口。













建寧府松渓県 25 166.1 16.61 3.32 ―
『嘉靖建寧府志』巻10、坊巷。同巻12、戸口(戸口は崇
寧年間)。


















































































































































































































































知 州・中散大夫鞏彦輔言、施・ ・戎・ 州・南平軍、極辺之地、保甲多居山林。請毎歳農
𨻶、令県尉親詣其居、如監司按閲法、一月而畢、 復支賞。監司三歳一閲、如旧法。従之。彦
輔、嘗為 州路提点刑獄凡六年、 梓州路、又一年、毎歳与転運・提挙司官分詣諸処按閲、知
其無益於国、有害於民。故建是請、従之。
傍線部は『会要』兵2-36、郷兵、義勇保甲、元祐２年２月４日に従い改める。
周藤氏によれば、南宋の郷村の治安維持は、保正や大保長の組織とは別に新たに編成された自
警組織が担ったという（「南宋の保伍法」周藤氏前註(2)『唐宋社会経済史研究』所収）。従って
本論では、保正以下が負担した租税徴収等の郷役を考察の対象とした。
陳傅良『止斎先生文集』巻21、転対論役法 子。
『宋史』巻178、食貨上６、役法下
本以去年所差郷役未尽善、遂入議曰、都・副保正、比耆長、事責已軽、又有承帖人、受行文書。
即大保長、苦無公事。元豊本制、一都之内、役者十人、副正之外、八保各差一大長。今若常輪
二大長、分催十保税租・常平銭物、一税一替、則自不必更輪保丁充甲頭矣。凡都保所雇承帖人、
必選家於本保者、而雇直皆従官給、一年一替、則自無浮浪・𥡴留・符移之弊。承帖雇直、固有
旧数、其今所雇保正之直、 耆長、保長之直、則 戸長。…詔皆従之。
また、周藤氏前註⑵「宋代郷村制の変遷過程」参照。
伊藤氏前註⑷「明初里甲制体制の歴史的特質―宋元史研究の視角から―」。
『長編』巻263、熙寧８年閏４月甲寅
安石曰、保丁・戸長、皆出於百姓為之。今罷差戸長、充保丁催税、無向時勾追・牙集・科校之
苦。而数年或十年以来、方一次催税、催税不過二十餘家。於人無所苦。…
草野氏前註⑶「宋代の都保の制」。
『会要』刑法2-87、禁約、宣和５年５月27日。
周藤氏前註(2)「宋代郷村制の変遷過程」。草野氏前註(3)「宋代の都保の制」。
『会要』食貨14-18、免役下、紹興元年（1131）９月12日。『建炎以来繫年要録』巻44、紹興元年
５月戊午。
『会要』食貨65-82、免役２、紹興５年（1135）11月28日
広東転運常平司言、近拠知平江府長洲県丞呂希常陳請、大保長催科一保之内、豈能親至逮。其
過限催促不前、則枷錮 拷、監繫破産。乞改用甲頭、以形勢戸、催形勢戸、平戸催平戸。已承
朝旨、戸長与甲頭催科税租、其風俗利害、各有不同去処。令諸路相度以聞。今欲依所請、改用
甲頭、専責県令佐、将形勢戸・平戸随税高下、各分作三等編排、籍定姓名、毎三十戸為一甲、
依此 造成簿、然後、按籍周而復始輪差、委是久遠利。従之。
前註 『会要』食貨65-82、免役２、紹興５年11月28日条、及び同書食貨14-24、免役下は長洲
県に作る。
『建炎以来繫年要録』巻95、紹興５年11月丁酉
詔罷催税戸長、復以村田童三十戸為一甲、輪差甲頭一名催税。先是、長沙丞呂希常建言、大保長、
於一保之内、豈能家至戸到。催促不前、則監繫破産。詔、諸路転運常平司相度利害。至是、広
東諸司以為便、遂推行之。
曾我部氏前註⑸「南宋の役法」。
前註⑸。
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草野氏前註⑸「宋代における戸等制の衰退と郷役の変遷」。
『会要』食貨66-75、免役、紹興４年９月15日
…勘会、福建路保正・副、大・小保長、唯管 捕逃亡軍人及私販禁物、 訟・橋路等事。其承
受県司追呼公事及催納二税等物、並係耆・戸長、壮丁承行。今両浙・江南等路諸県、並不顧募
耆・壮・戸長、却差保正・副、大・小保長幹 。…
『会要』食貨65-94、免役２、紹興32年５月２日
臣寮言、望、令両淮常平官及守臣、公共相度、将去冬曾経侵擾州県、見在戸比照多寡、毎都量
留保正一名、大・小保長共三両名、管幹煙火等事外、其餘不尽差、候将来起税日、取旨却依見
在条法施行。従之。
黄幹『勉斎先生黄文粛公文集』巻23、安慶府擬奏便民五事、一安淮民
…以安慶言之、如科廬州之馬草・廬州敵楼木・巣県寨屋料類、皆不計道里之遠近、不恤州県之
有無、名曰和買、其実白科、監司行下州郡、州郡行下県道、県道行下保正、保正敷之大・小保
長、大・小保長抑勒百姓。…県既有保正、又有戸長、不必保正・戸長之下、又差大・小保長。
庶幾淮民稍得安業、淮民安則江南安矣。
『会要』食貨14-46・47、免役下、乾道８年11月26日
戸部尚書楊 炎等言、…一、小保長、旧無替法。今欲、限二年一替、更不給帖。
『会要』は年数を欠く。『宋史』巻37、寧宗本紀によれば、慶元６年（1200）９月辛未（18日）、
明堂で天地を祭り大赦した。『会要』の記載は、慶元５年３月４日の記事が本文の前にあり
（『会要』食貨66-28、役法）、後には嘉泰４年（1204）11月28日の記事がある（『会要』食貨66-
29、役法）。このことから、本文の赦文は慶元６年の可能性が高いと思われる。
『会要』食貨66-28、役法、嘉泰□年９月18日
明堂赦文、在法大保長一年替、保正・小保長、並二年替。若陳訴元差不当、所属限一月与奪。
訪聞、県道往往、不照条法定差、及致陳訴。又不照条限与奪、及将合満替人 留、在県比較、
界内官物、至有積欠、亦責令催理、不能脱免、以致破蕩家業。…割註、自後郊祀・明堂赦文、
亦如之。
『会要』食貨66-30、役法、開禧３年（1207）９月14日
臣僚言、今後諸県差大・小保、必令本県典押及郷書手、於差帳同結罪保明、編排既定、令・丞
同共点差其合執役之人、即時給与差帖、截日承受管幹。如有不実・不公、却許照条限越訴、許
行改正、本県典押、並照差役不当本条、与郷司並行断勒、永不収叙。本州主管官、類聚所改差
過大小保名件、逐季申常平司、常平司歳申戸部及御史臺、戸部歳終、以被論改正至多去処、具
令・丞姓名申朝廷、取旨重行責罰。其被委送官司、即仰照見行条法、並限一月与奪。𥡴遅者、
常平司依本条按治、如前件官司奉行違戻、並許御史臺覚察。従之。
羽生氏は、府界・五路の１小保平均戸数が27戸になるとして、小保の戸数が甲頭の催税戸数に
なったのではないかと推測する（羽生氏前註⑺）。しかしこの推測は次の２点で成立しないと考
える。１つには、府界・五路は教閲保甲の編成地域であり、この地域の実態を北宋の支配地域
全体に適用することはできない。２つめは、１小保５戸を基礎に250戸の戸数原則で編成される
保甲と、主戸10～30戸で編成される甲頭の催税戸数とでは、その編成原理が異なるためである。
『嘉靖恵安県志』巻７、職役、郷役条
…保有保長、都有都保正・副、専以逐捕盗賊等公事、而耆長・戸長専督賦税。其後、耆戸長亦
廃、保正・副遂兼其役。本県二十里、為都三十有四、保正・副六十八人。嘉定間、簿林 、創
義役、毎都為十甲、大保長一十人、共三百四十人、小保長毎甲五人、共一千七百人、郷書手十
八人。
『建炎以来繫年要録』巻166、紹興24年２月戊申
大理評事沈正度面対、乞戒飭郡県、不得非理科擾小保長、庶貧民均被実恵。詔申厳行下。
梅原郁「宋代の郷司 ―その位置づけをめぐって―」『劉子健博士頌寿紀念宋史研究論集』（同
朋舎出版、1989年）。
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佛教大学 歴史学部論集 第６号（2016年３月)
楼 『攻 集』巻95、宝謨閣待制贈通議大夫陳公道碑。
『止斎先生文集』巻35、与 帥梁丞相論耆長・壮丁事
某照得、福州官司、検験・ 捉・催率・勘会・煩重之事、必責之保正副・大小保長。…
『淳熙三山志』州県人役条には、保正・副、大保長、小保長と共に戸長の人数が明記されている
県がある。本論では、ひとまず戸長を除き保正・副、大・小保長についてのみ考察する。
表の作成に当たり版本によって保正・副、大保長、小保長の人数が異なるものについては、保
甲法の編成規定からみて妥当と思われる数値を採用した。これは後述するように福州７県の保
正・副、大保長、小保長数が保甲法の編成規定に沿っていると見られるためである。
各県の戸口数は、崇禎11年刊本にはなく、鈔本（『宋元地方志叢書』本）や文淵閣『四庫全書』
本などに依った。
『淳熙三山志』巻２、地理類２、叙県、羅源県条。
『淳熙三山志』巻２、地理類２、叙県及び同書巻３、地理類３、叙県。
宋代の主戸数において、郷村戸の実数は不明な場合がほとんどである。そこで伊藤氏は梁庚堯
氏の分析をもとに（梁庚堯『南宋的農村経済』（聯経出版事業公司、1984年）、郷村戸の比率を
90％と仮定し（府と附郭県の場合は80％）、郷村戸の実数を算出している（伊藤氏前註⑷「明初
里甲制体制の歴史的特質―宋元史研究の視角から―」）。本論では、史料に記載する主戸数をそ
のまま用いている。従って、実際の数値はより小さくなると思われる。
胡太初『昼簾諸論』催科篇第８
… 者、廷紳奏請、以十戸為一甲、一甲之中、択管額多者為首、承帖拘催、自浙而江、往往行
之已徧。…
草野氏前註⑸「宋代における戸等制の衰退と郷役の変遷」。
『朱子語類』巻111、朱子八、論民
李丈問、保正可罷否。曰、這箇如何罷得、但処之無擾可矣。曰、此自王荆公始否。曰、保正自
古有、但所管人戸数有限。今只論都、則人数不等、然亦不干人数多寡。若無擾、雖所管千百家、
亦不為労苦。若重困之、雖二十家亦不勝矣。
（よざ りょういち 非常勤講師）
2015年11月12日受理
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